
「今、企業に求められる金融経済教育」
金融部会特集
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静岡商工会議所報 [シング ]

静岡市のビジネスを活性化させる経済誌



『  2025年のグローバル相場展望と投資戦略 』

HPよりご応募の場合は
「しずおか焼津信金」または www.shizuokayaizu-shinkin.co.jp 
と検索し、当金庫HP応募申込フォームよりお申し込みください。 しずおか焼津信金 検 索

郵便ハガキにてご応募の場合は
お名前・ご住所・お電話番号・ご希望枚数・お取引店（任意）をご記入の上、下記宛にお申し込みください。

※お申し込みの際にいただいた個人情報は、本講演会関係事務のために利用させていただき、それ以外の目的での利用はいたしません。

〒420-0838 静岡市葵区相生町1-1
しずおか焼津信用金庫業務統括部 新春経済講演会事務局 宛

■日 時 ■主 催
■共 催

証券会社にて、18年にわたり株式ストラテジスト業務に
従事。前職の大和証券では市場見通しレポートの作成に
加え、年500回を超える多数のセミナーや勉強会、テレ
ビへの出演など、「顔の見えるストラテジスト」をモット
ーに活動。自らの投資や営業経験などを活かし、投資家
目線でわかりやすい情報発信を心掛けている。グロー
バル投資へのニーズが高まる中、世界の投資環境を冷
静に分析し、エクイティを始めとしたマーケット全般に関
する情報を発信する。日々のニュースに右往左往せず、
経済やマーケットデータを俯瞰的にとらえ、投資家にと
っての羅針盤となるようなレポート執筆を行っていく。

■講 師 野村アセットマネジメント チーフ・ストラテジスト  石黒 英之（いしぐろひでゆき）氏

先着1000名様無料ご招待！！

新春経済講演会新春経済講演会新春経済講演会 但し、招待券が
必要です。

入 場 無 料
第122回

お問い合わせ先：しずおか焼津信用金庫 業務統括部 新春経済講演会事務局TEL.054-247-1131

2004年  4月
2006年11月
2008年  4月
2010年  4月
2016年  4月
2021年  9月

2024年  4月
　　　　　　

岡三証券株式会社 渋谷支店 営業部
岡三経済研究所 経済調査部 ストラテジスト
岡三証券株式会社 投資戦略部 シニアストラテジスト
投資戦略部 日本株式戦略グループ長 兼 シニアストラテジスト
大和証券株式会社 投資情報部 シニアストラテジスト
野村アセットマネジメント株式会社プロダクトマネジメント部
シニア・ストラテジスト 兼 資産運用研究所 シニア・フェロー
CXソリューション部 チーフ・ストラテジスト

■ 略歴

●  テレビ出演 テレビ東京「Newsモーニングサテライト」コメンテーター等
● その他メディア Bloomberg、日本経済新聞等

■ 主なメディア出演

ご希望の方は、郵便ハガキ、または当金庫HPよりお申し込みください。
※お申し込みいただいた方には、後日ご招待券を郵送いたします。 ※お申し込みとは別に、当金庫よりご招待させていただく場合がございます。

お申し込み期限‥‥令和6年12月30日（月）　※期限前でも定員になり次第、募集を終了いたします。

■会 場

開場13：30 開演14：00
（終演予定15：30）令和7年1月16日（木）

静岡市民文化会館 中ホール（静岡市葵区駿府町2-90） 東海地区しんきん経営者協議会

◆プロフィール◆



　

ま
ず
、金
融
経
済
教
育
を
め
ぐ
る
政

府
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
み

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
で
は
、２
，１
０
０
兆
円
強
に
お
よ

ぶ
家
計
金
融
資
産
の
う
ち
、半
分
以
上

が
現
預
金
で
す（
図
表
１
）。ま
た
、こ
こ

20
年
間
の
各
国
の
金
融
資
産
の
推
移
を

み
る
と
、米
国・英
国
で
は
、家
計
金
融
資

産
が
３
．１
倍
、２
．０
倍
へ
と
伸
び
て
い
る

の
に
対
し
て
、日
本
で
は
１
．５
倍
の
増
加

に
と
ど
ま
って
い
ま
す（
図
表
２
）。

　

政
府
が
２
０
２
２
年
11
月
に
発
表
し

た「
資
産
所
得
倍
増
プ
ラ
ン
」は
、家
計

金
融
資
産
の
半
分
を
占
め
る
現
預
金
を

投
資
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、個
人
の
金
融

資
産
所
得
を
増
や
し
、経
済
の
活
性
化

や
企
業
の
成
長
を
促
進
す
る
と
い
っ
た

「
成
長
と
資
産
所
得
の
好
循
環
」を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、政
府
が
２

０
２
４
年
３
月
に
閣
議
決
定
し
た「
国
民

の
安
定
的
な
資
産
形
成
の
支
援
に
関
す

る
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
基

本
的
な
方
針
」（
以
下
、「
基
本
方
針
」と

い
う
。）で
は
、国
民
一
人
ひ
と
り
が
安
定

的
な
資
産
形
成
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、

よ
り
自
立
的
で
安
心
か
つ
豊
か
な
生
活

金
融
経
済
教
育
の
充
実
を
め
ざ
す

政
府
の
取
り
組
み

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、個
々
人
の
金
融

リ
テ
ラ
シ
ー
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
金
融

経
済
教
育
の
充
実
が
重
要
で
あ
る
と
し

て
い
ま
す
。

金融部会特集

今、企業に求められる
金融経済教育
　静岡商工会議所 金融部会（部会長：田形和幸 しずおか焼津信用金庫 理事長）は金融業（銀行・信用金庫・

保証・クレジット会社）、保険業（生命保険・損害保険）、証券業、リース業など約３００の事業所で構成されています。

　近年、人的資本経営の重要性が増す中で、従業員の経済的な幸福度を高めるための企業の取り組みとして、

金融経済教育の重要性が再認識されています。こうした状況のもと、政府は「資産所得倍増プラン」に基づき、

金融経済教育を国全体で推進する方針を掲げ、本年4月に「金融サービスの提供及び利用環境の整備等に

関する法律」に基づく認可法人である「金融経済教育推進機構（J-FLEC）」を設立しました。また、今年３月の

マイナス金利の解除により「金利のある世界」への意識が高まったことで、金融経済教育への関心がさらに

増しています。そこで今回の特集では、金融経済教育を取り巻く状況や、職域における金融経済教育の重要性に

ついて、詳しく解説します。

（図表1）（図表2） （出所）日本銀行より金融庁作成



を
実
現
す
る
た
め
に
は
、個
々
人
の
金
融

リ
テ
ラ
シ
ー
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
金
融

経
済
教
育
の
充
実
が
重
要
で
あ
る
と
し

て
い
ま
す
。

　

実
際
、金
融
経
済
教
育
を
受
け
た
と

認
識
し
て
い
る
人
は
７
．１
％
に
と
ど
ま

る一
方
で
、71
．８
％
の
人
が
金
融
経
済
教

育
を
行
う
べ
き
と
回
答
し
て
い
ま
す（
図

表
３
）。政
府
は
、「
基
本
方
針
」に
お
い

て
２
０
２
８
年
度
末
を
目
途
に
、「
金
融

経
済
教
育
を
受
け
た
と
認
識
し
て
い
る

　

次
に
、最
近
の
金
融
経
済
情
勢
を
み

て
み
ま
す
。日
本
銀
行
は
、今
年
３
月
の

金
融
政
策
決
定
会
合
に
お
い
て
、「
マ
イ

ナ
ス
金
利
政
策
」に
代
表
さ
れ
る
こ
れ

ま
で
の
金
融
政
策
を
見
直
し
、政
策
金

利
を
０
．０
〜
０
．１
％
程
度
と
す
る
方
針

を
決
定
し
ま
し
た
。ま
た
７
月
に
は
、政

策
金
利
を
０
．25
％
程
度
に
引
き
上
げ

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。そ
の
後
の

短
期
金
利
を
み
る
と
、無
担
保
コ
ー
ル
レ

ー
ト（
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
物
）は
０
．25
％

程
度
で
推
移
し
て
い
ま
す（
図
表
４
）。

　

ま
た
、日
本
銀
行
の
政
策
変
更
以
降
、

多
く
の
銀
行
が
普
通
預
金
な
ど
の
預
金

金
利
の
引
き
上
げ
を
発
表
し
ま
し
た
。

住
宅
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
も
、10
月
に
変
動

金
利
の
基
準
金
利
引
き
上
げ
が
み
ら
れ

ま
し
た
。こ
う
し
た
金
融
経
済
情
勢
に
つ

い
て
、各
種
報
道
や
金
融
機
関
の
レ
ポ
ー

ト
等
が「
金
利
の
あ
る
世
界
」と
表
現
し

て
い
る
の
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。

　

物
価
上
昇
に
つ
い
て
も
注
目
が
集
ま

り
ま
し
た
。日
本
銀
行
で
は
、10
月
30

日・31
日
の
金
融
政
策
決
定
会
合
に
お
い

今、企業に求められる
金融経済教育

金融部会特集

て
、金
融
市
場
調
節
方
針
の
維
持
を
決

定
し
た
ほ
か
、「
経
済
・
物
価
情
勢
の
展

望（
展
望
レ
ポ
ー
ト
）」を
発
表
し
ま
し

た
。こ
れ
に
よ
れ
ば
、消
費
者
物
価（
除

く
生
鮮
食
品
）の
前
年
比
は
、２
０
２
４

年
度
に
２
％
台
半
ば
と
な
っ
た
あ
と
、２

０
２
５
〜
２
６
年
度
は
、概
ね
２
％
程
度

で
推
移
す
る
と
の
予
想
を
維
持
し
て
い

ま
す（
図
表
５
）。

　

人
々
も
、物
価
が
当
面
上
が
り
続
け

る
だ
ろ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

日
本
銀
行
の「
生
活
意
識
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」で
は
、全
国
約
４
千
人
を

対
象
に
、景
況
感
や
物
価
の
見
方
に
つ
い

（図表3）

（図表5）

（図表4）

人
の
割
合
」を
米
国
並
み
の「
20
％
」に

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（出所）金融広報中央委員会「金融リテラシー調査（2022年）」より

（出所）日本銀行「経済・物価情勢の展望（展望レポート）」2024年10月

政策委員の経済・物価見通し（●は実績値、○は見通し）

（出所）日本銀行・経済･物価情勢の展望（2024年10月）

「
金
利
の
あ
る
世
界
」へ
の
注
目

　
〜
最
近
の
金
融
経
済
情
勢

て
調
査
し
て
い
ま
す
が
、直
近
の
９
月

調
査（
10
月
10
日
公
表
）で
は
、「
１
年
後

の
物
価
が
上
が
る
」と
回
答
し
た
人
の

割
合
が
３
期
連
続
で
８
割
台
、「
５
年
後

の
物
価
が
上
が
る
」と
回
答
し
た
人
の

割
合
は
２
０
１
９
年
９
月
以
来
、約
５
年

ぶ
り
の
高
さ（
83
．６
％
）と
な
り
ま
し
た
。



職
域
に
お
け
る

金
融
経
済
教
育
の
重
要
性

　

こ
れ
ま
で
政
府・金
融
広
報
委
員
会・

金
融
業
界
団
体
等
が
、積
極
的
に
活
動

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、前
述
の
調

査
結
果
の
と
お
り
、「
金
融
経
済
教
育
を

受
け
た
」と
認
識
し
て
い
る
人
は
低
水
準

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、浸
透
し
て
い
る
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
中
、「
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
及
び
利
用
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
」に
基
づ
く
中
立・公
正
な
公
的
組

織
と
し
て
、金
融
経
済
教
育
推
進
機
構

が
２
０
２
４
年
４
月
に
設
立
、８
月
か
ら

本
格
稼
働
し
ま
し
た
。
英
語
名
を
、

Japan
F
inancial

Literacy
and 

Education
Corporation

と
い
い
、略

称
は「J-F

LE
C

（
ジ
ェ
イ
フ
レ
ッ
ク
）」で

す
。J-F

LE
C

で
は
、「
お
金
の
知
識
を

あ
な
た
の
力
に
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
、こ
れ
ま
で
金
融
経
済
教
育
を
推
進

し
て
き
た
関
係
者
を
集
約
し
、官
民
一体

で
幅
広
い
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

（
図
表
６
）。

　

こ
の
う
ち「
講
師
派
遣
事
業
」で
は
、

全
国
の
学
校
や
企
業
に
講
師
を
無
償
で

派
遣
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
層
に
合
っ
た

講
義
資
料・教
材
を
用
い
た
授
業
や
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。例
え
ば
、社
会

人（
中
堅
層
）向
け
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、家

計
の
現
状
把
握
か
ら
外
部
知
見（
お
金

の
専
門
家
）の
活
用
を
通
じ
た
将
来
設

計・資
産
形
成
の
考
え
方
、社
会
保
険
と

民
間
保
険
、各
種
ロ
ー
ン
、金
融
ト
ラ
ブ

ル
の
防
止
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、J-F

LE
C

で
は
、全
国
に
広
く

教
育
の
機
会
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、地
域

の
関
係
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が

ら
、地
方
に
お
け
る「
学
び
の
場
づ
く
り
」

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル・ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン

グ
」と
は
、「
自
ら
の
経
済
状
況
を
管
理

し
、必
要
な
選
択
を
す
る
こ
と
に
よ
って
、

現
在
及
び
将
来
に
わ
た
っ
て
、経
済
的
な

観
点
か
ら
一
人
ひ
と
り
が
多
様
な
幸
せ

を
実
現
し
、安
心
感
を
得
ら
れ
て
い
る
状

態
」と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す（「
基
本
方

針
」よ
り
）。最
近
、企
業
で
は
、お
金
に

関
す
る
知
識
や
判
断
力
を
身
に
付
け
る

た
め
の
学
び
の
場
を
従
業
員
に
提
供
し
、

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル・ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
を

高
め
よ
う
と
す
る
動
き
が
み
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、従
業
員
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
、ひ
い
て
は
企
業

価
値
向
上
に
資
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。２
０
２
３
年
３
月
期
以
降
、有
価

証
券
報
告
書
に
お
い
て
人
的
資
本
に
関

す
る
情
報
開
示
が
義
務
化
と
な
り
、今

後
、企
業
に
お
け
る
資
産
形
成
支
援
な

ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、積
極
的
な
情

報
開
示
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

（図表6）
　

静
岡
県
で
は
、静
岡
県
金
融
広
報
委

員
会（
事
務
局
：
日
本
銀
行
静
岡
支

店
）が
、昭
和
25
年
に「
静
岡
県
貯
蓄
推

進
委
員
会
」と
し
て
発
足
し
て
お
り
、静

岡
県
、財
務
省
東
海
財
務
局
静
岡
財
務

事
務
所
を
は
じ
め
関
係
公
的
機
関
、県

内
金
融
機
関
な
ど
と
連
携
し
て
、中
立・

公
正
な
立
場
か
ら
暮
ら
し
に
身
近
な
金

融
に
関
す
る
幅
広
い
広
報・学
習
支
援
活

動
を
行
って
い
ま
す
。

「
お
金
の
知
識
を
あ
な
た
の
力
に
」

　

〜「
Ｊ‐

Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
」の
設
立

て
調
査
し
て
い
ま
す
が
、直
近
の
９
月

調
査（
10
月
10
日
公
表
）で
は
、「
１
年
後

の
物
価
が
上
が
る
」と
回
答
し
た
人
の

割
合
が
３
期
連
続
で
８
割
台
、「
５
年
後

の
物
価
が
上
が
る
」と
回
答
し
た
人
の

割
合
は
２
０
１
９
年
９
月
以
来
、約
５
年

ぶ
り
の
高
さ（
83
．６
％
）と
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、最
近
の
金
融
経
済

情
勢
で
は
、①
普
通
預
金
や
住
宅
ロ
ー
ン

な
ど
身
近
な
金
融
商
品
の
金
利
上
昇
が

み
ら
れ
た
こ
と
や
、②「
物
価
上
昇
が
続

く
と
、現
金
や
低
金
利
預
金
の
実
質
的

価
値
が
目
減
り
す
る
」と
い
う
考
え
方

が
改
め
て
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。さ
ら
に
③
今
年
１
月
に
新
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
た「N

ISA

」や
、制
度
変

更
に
よ
り「iD

eCo

」が
広
く
注
目
を
集

め
て
い
る
な
ど
、今
ま
で
以
上
に
関
心
が

高
ま
り
ま
し
た
。そ
し
て
、こ
う
し
た
環

境
の
下
、普
段
は
ご
自
身
の
金
融
資
産・

負
債
状
況
や
資
産
運
用
に
つ
い
て
必
ず

し
も
関
心
が
高
く
な
い
方
々
に
お
い
て

も
、「
普
通
預
金
を
保
有
し
た
ま
ま
で
よ

い
か
」「
住
宅
ロ
ー
ン
金
利
を
見
直
す
べ

き
か
」「N

ISA

とiD
eC
o

は
何
が
違
う

の
か
」と
いっ
た
疑
問・関
心
を
持
ち
、金

利
の
仕
組
み
や
金
融
商
品
の
知
識
の
必

要
性
に
つ
い
て
改
め
て
意
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。



https://www.shizuokatokai-sec.co.jp

今、企業に求められる
金融経済教育

金融部会特集

　
J-F
LE
C

の
企
業
向
け
の
講
師
派
遣

で
は
、最
低
限
身
に
付
け
る
べ
き
金
融
リ

テ
ラ
シ
ー（
お
金
に
関
す
る
知
識・判
断

力
）を
ま
と
め
た「
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー・マ

ッ
プ
」に
沿
い
つつ
、企
業
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
テ
ー
マ
で
セ
ミ
ナ
ー
を
無
償
で
実
施

し
ま
す（
テ
ー
マ
例
は
図
表
８
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）。

　

安
心
し
て
学
べ
るJ-FLEC
認
定
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
研
修
の
開
催
を
ご
検

討
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。J-FLEC

で
は
、

従
業
員
向
け
研
修
の
充
実
を
通
じ
た
従

業
員
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
に
よ
り
、

企
業
価
値
向
上
を
目
指
す
企
業
の
経
営

者
、総
務・人
事
担
当
の
方
々
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

む
す
び
〜

金
融
経
済
教
育
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

＜J-FLEC ウェブサイト＞

https://www.j-flec.go.jp/

＜J-FLEC の講師派遣（出張授業）＞

http://www.j-flec.go.jp/instructors/

●セカンドライフへの備え、一緒に考えましょう
（ライフプランの必要性と資産運用） 

●選ばれる職場になるためには（従業員の福利厚生としての資産形
成支援策について） 

●人生いろいろ、お金の備えもいろいろ 

●リスクを知って、資産形成！今さら聞けない、お金の知識とリスク対策
●インフレに負けない家計づくり～マネープランの必要性と新NISA
の活用方法～ 

●今から取り組めば将来勝ち組？？（ライフプランとマネープラン）
●学校では教わらなかったお金の話（社会に出てからすぐに役立つ資
産運用の“イロハ”） 

●セカンドライフの支出と収入、資産形成（NISA・iDeCoなど）・資産寿
命の延伸（取崩しをしながら運用）、セカンドライフの税金、公的保
険、贈与・相続、金融トラブル 

●NISA、企業型DC、iDeCo＋、iDeCo、従業員持株会（奨励金）など。主
に中堅・中小企業向けに従業員に対する福利厚生面での支援策 

●ライフプラン、マネープラン、家計管理、資産形成、公的保険・民間
保険、金融トラブル 

●ライフプラン、マネープラン、金利・物価、家計管理（ローン、クレジッ
ト）、金融トラブル、資産形成（NISA、DC・iDeCo） 

●マネープラン、ライフプラン、家計管理、長期・積立・分散、NISA（ポ
イント投資）・iDeCo、生・損保、ローン（奨学金）・クレジット、金融ト
ラブル 

50代 

30～40代 

20～30代 

全世代 

経営者･
人事担当者 

対象世代 タイトル案 主な内容
【
寄
稿
】

金
融
経
済
教
育
推
進
機
構（J-FLEC

）

　

経
営
戦
略
部
経
営
企
画
課
長

岩
渕 

仁
志 

氏

静
岡
県
金
融
広
報
委
員
会
事
務
局
長

　
（
日
本
銀
行
静
岡
支
店
次
長
）

安
田 　

武 

氏

（図表7）

（図表8）

（出所）企業年金連合会「2022（令和4）年度 確定拠出年金実態調査結果（概要）（2024年3月公表）」、
年金シニアプラン総合研究機構「厚生年金の加入者における企業型確定拠出年金とiDeCoに関する調査（2021年5月調査）

ま
す
。２
０
２
３
年
３
月
期
以
降
、有
価

証
券
報
告
書
に
お
い
て
人
的
資
本
に
関

す
る
情
報
開
示
が
義
務
化
と
な
り
、今

後
、企
業
に
お
け
る
資
産
形
成
支
援
な

ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、積
極
的
な
情

報
開
示
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

確
定
拠
出
年
金
法
で
は
、企
業
型
確

定
拠
出
年
金（
企
業
型
Ｄ
Ｃ
）を
実
施
す

る
事
業
主
に
対
し
て
、加
入
者
等
に
継

続
投
資
教
育
を
行
う
こ
と
を
努
力
義
務

と
し
て
課
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、実
際

は
全
体
の
８
割
の
事
業
主
が
継
続
投
資

教
育
を
実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
と
回
答

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、継
続
的
な

教
育
を
受
け
た
と
回
答
し
た
加
入
者
は

１
割
程
度
に
過
ぎ
ま
せ
ん（
図
表
７
）。

事
業
主
か
ら
は
、｢

無
関
心
層
に
対
す
る

効
果
的
な
方
法
が
分
か
ら
な
い｣

、「
他
の

業
務
と
兼
務
し
て
い
る
た
め
、継
続
教
育

に
割
く
時
間
が
少
な
い
」等
の
悩
み
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。



応援します、この街の元気。

静 岡 支 店

電話054-254-3151
（市役所並び）

〒420-8722
静 岡 市 葵 区 追 手 町 1 番 1 号

中
央
警
察
署

しずおか
焼津信金



https://www.shizuokachuo-bank.co.jp

取引先の倒産や支払遅延などに備える！

全国で倒産が増加中！　連鎖倒産のリスクから企業をお守りする債権保全制度



　

11
月
19
日
、静
岡
商
工
会
議
所
の「
令
和
６
年
度
表
彰
式
」を
静
岡
事
務
所
会
館

５
階
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。20
年
の
在
任
役
議
員
、会
員
企
業
の
特
別
功
労
者

や
優
良
従
業
員
な
ど
計
１
９
０
名
の
方
々
を
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。　
　
（
敬
称
略
）

静
岡
商
工
会
議
所
表
彰
式

を
挙
行
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度

富
士
工
業
㈱

大
村 

一
仁

役
員
又
は
議
員
と
し
て
の
在
任
期
間
が

満
20
年
に
達
し
た
者
の
表
彰

以
後
、満
10
年
に
達
す
る
ご
と
の
表
彰

（
表
彰
規
則
第
２
条
第
１
項
第
１
号
表
彰
） 

１
名

杉
好
㈱

医
療
法
人
清
仁
会 

日
本
平
病
院

ニッ
ケ
ン
消
毒
㈱

松
井 

茂

八
木 
勝
美

野
村 

省
吾

勤
続
5０
年
の
者（
3
名
）

エ
ー
ス
コ
ン
工
業
㈱

第
一
建
設
㈱

森
田
硝
子
㈱

　
　

〃

鈴
木 

隆

大
村 

幸
広

友
田 

秀
夫

小
林 

正
明

勤
続
45
年
の
者（
4
名
）

㈲
赤
堀
鐵
工
所

㈱
シ
ズ
デ
ン

菅
原 

正
信

野
﨑 

裕
幸

勤
続
40
年
の
者（
9
名
）

㈱
天
野
回
漕
店

い
な
ば
食
品
㈱

静
岡
ガ
ス
㈱

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

第
一
建
設
㈱

　
　

〃

東
洋
サ
ー
モ
㈱ 

城
南
電
子
工
場

ニッ
ケ
ン
消
毒
㈱

　
　

〃

花
菱
建
設
㈱

丸
善
製
茶
㈱

　
　

〃

山
田 

重
好

大
北 

豊

大
塚 

弘
之

千
藤 

敬
司

丸
杉 

文
男

森
竹 

淳

河
村 

真
行

阿
部 

裕
明

栗
田 

幸
明

前
田 

朋
信

深
澤 

公
美
子

長
谷
川 

直
美

須
川 

由
香

綾
部 

元
章

海
野 

高
久

岩
崎 

洋

勝
山 

令
子

山
本 

秀
明

海
野 

一
仁

石
川 

和
泉

竹
下 

雅
之

勤
続
35
年
の
者（
21
名
）

㈱
ア
イ
ツ
ー

エ
ー
ス
コ
ン
工
業
㈱

　
　

〃

㈲
サ
ン
空
調
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

㈱
Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｗ
Ａ

㈱
す
る
が
花
き
卸
売
市
場

　
　

〃

第
一
建
設
㈱

㈱
チ
ヨ
ダ

㈲
東
海
建
材
工
業

は
ご
ろ
も
フ
ー
ズ
㈱

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

加
藤 

節
子

大
久
保 

充

古
川 

真
也

鈴
木 

美
保

鈴
木 

昭
博

鈴
木 

浩
二

鈴
木 

豪
紀

小
沢 

剛
一

釼
持 

肇

豊
島 

健
司

内
田 

麗

大
畑 

裕
之

大
野 

洋
揮

松
本 

憲
浩

小
笠
原 

一
樹

勤
続
25
年
の
者（
26
名
）

ア
オ
キ
ト
ラ
ン
ス
㈱

鈴
木 

嘉
明

勤
続
30
年
の
者（
17
名
）

在
任
20
年

小
澤
塗
料
工
業
㈱

日
本
ケ
ミ
カ
ル
工
業
㈱

小
澤 

章
秀

小
澤 

学

事
業
活
動
が
極
め
て
優
秀
と
認
め
ら
れ
る

会
員
企
業
表
彰

（
同
第
６
条
第
１
項
第
３
号
表
彰
） 

２
社

会
員
企
業
の
優
良
従
業
員
で

勤
続
５
年
以
上
５
年
毎
の
表
彰

（
同
第
９
条
第
１
項
第
１
号
表
彰
） 

１
８
２
名

駿
府
警
備
保
障

萩
原 

勉

会
員
企
業
従
業
員
の
特
別
功
労
表
彰

（
同
第
９
条
第
１
項
第
２
号
表
彰
） 

１
名

ア
オ
キ
ト
ラ
ン
ス
㈱

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

い
な
ば
食
品
㈱

　
　

〃

　
　

〃

エ
ー
ス
コ
ン
工
業
㈱

㈱
す
る
が
花
き
卸
売
市
場

第
一
建
設
㈱

㈱
ダ
イ
シ
ョ
ー
プ
レ
イ
ン

花
菱
建
設
㈱

平
和
み
ら
い
㈱

　
　

〃

㈲
横
山
製
作
所

栗
田 

昌
明

望
月 

裕
子

望
月 

敬
子

杉
本 

弘
美

藤
牧 

陽
子

塩
澤 

幸
則

藤
崎 

美
悦

渡
部 

威

梅
島 

与
尚

大
長 

章
展

堀 

勝
喜

青
島 

昌
芳

菊
川 

貴
博

杉
山 

雅
章

尾
野 

真
実

横
山 

英
伸

は
ご
ろ
も
フ
ー
ズ
㈱

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

花
菱
建
設
㈱

丸
善
製
茶
㈱

　
　

〃

横
谷 

典
孝

星
野 

麻
美

小
山 

慎
五

千
葉 

博
道

荒
木 

隆
介

水
野 

享
子

遠
藤 

芳
晴

髙
塚 

大
輔

土
屋 

裕
司

浅
井 

清
美

西
井 

香

㈱
す
る
が
花
き
卸
売
市
場

第
一
建
設
㈱

㈱
ダ
イ
シ
ョ
ー
プ
レ
イ
ン

　
　

〃

花
菱
建
設
㈱

　
　

〃

㈱
松
岡
カ
ッ
タ
ー
製
作
所

櫻
井 

早
苗

大
坪 

秀
治

前
田 

卓
久

永
田 

尚
歳

城
守 

隆

榎
田 

孝
彦

朝
比
奈 

浄
文



木
内
建
設
㈱

㈱
共
同
設
備

㈲
サ
ン
空
調
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

㈱
サ
ン
タ
モ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

㈱
シ
ズ
デ
ン

杉
好
㈱

㈱
Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｗ
Ａ

　
　

〃

㈱
す
る
が
花
き
卸
売
市
場

中
部
機
電
サ
ー
ビ
ス
㈱

㈱
チ
ヨ
ダ

㈱
日
静
機
械
製
作
所

　
　

〃

花
菱
建
設
㈱

　
　

〃

丸
善
製
茶
㈱

㈱
モ
ン
パ
ル
ナ
ス

　
　

〃

　
　

〃

㈱
四
葉
商
会

望
月 

寿
人

長
嶋 

文
紀

平
岩 

毅

永
友 

敬
二

沼
本 

聡

菊
池 

友
美

和
久
井 

勝

岡
本 

秀
樹

沢
井 

貴
寛

内
田 

晃
一

長
谷
川 

薫

桒
原 

裕
之

杉
村 

真
哉

岡
村 

健
太

吉
川 

貴
彦

藪
崎 

冬
子

岩
科 

和
明

石
橋 

栄
子

杉
山 

清
美

中
嶋 

崇
博

勤
続
20
年
の
者（
23
名
）

エ
ー
ス
コ
ン
工
業
㈱

㈱
共
同
設
備

㈱
サ
ン
タ
モ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

公
益
財
団
法
人
静
岡
市
文
化
振
興
財
団

　
　

〃

　
　

〃

㈱
Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｗ
Ａ

㈱
天
王
商
店

㈲
東
海
建
材
工
業

花
菱
建
設
㈱

　
　

〃

フ
ジ
オ
イ
ル
㈱

㈲
前
田
重
工
業

　
　

〃

㈲
モ
リ
工
業

山
下
工
業
㈱

村
松 

博
昭

大
橋 

伸
行

落
合 

倖
典

鈴
木 

芳
徳

田
川 

夕
記
子

小
川 

か
い

小
川 

浩
幸

佐
野 

吉
和

鈴
木 

章
男

淺
賀 

一
也

菊
池 

徹

鈴
木 

章
仁

望
月 

欽
吾

小
野
田 

篤

西
原 

リ
エ
ム

古
井 

利
昌

勤
続
15
年
の
者（
16
名
）

中
小
企
業
相
談
所

静
岡
支
所 

商
工
観
光
課
長

　
大
竹 

英
雄

勤
続
30
年（
１
名
）

中
小
企
業
相
談
所

静
岡
支
所 

経
営
支
援
課 

主
幹

清
水
支
所 

経
営
支
援
課 

主
査

　
　

〃　
　
　
　
　
　

  

主
査

　
鈴
木 

健
太
郎

望
月 

愛

山
田 

大
輝

勤
続
10
年（
３
名
）

職
員
で
勤
続
10
年
以
上
10
年
毎
の
表
彰

（
同
第
15
条
第
１
項
第
１
号
表
彰
） 

㈱
渡
辺
産
業

　
　

〃

　
　

〃

宇
佐
美 

裕
子

増
田 

寛

白
鳥 

憲
一

㈲
あ
ー
と

　
　

〃

㈲
青
木
産
業

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

㈱
カ
ナ
サ
シ
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス

　
　

〃

㈱
サ
ン
ワ
キ
ョ
ー
エ
ー

石
野 

雄
三

内
野 

剛

西
脇 

岳
彦

長
田 

啓
志

佐
々
木 

尊
史

廣
澤 

誠

西
村 

勝

杉
山 

知
弘

水
野 

久
美

宮
城 

勝

勤
続
10
年
の
者（
31
名
）

㈱
静
岡
オ
イ
ル
サ
ー
ビ
ス

㈱
Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｗ
Ａ

第
一
建
設
㈱

　
　

〃

　
　

〃

㈱
ダ
イ
シ
ョ
ー
プ
レ
イ
ン

中
部
機
電
サ
ー
ビ
ス
㈱

㈱
チ
ヨ
ダ

　
　

〃

　
　

〃

㈲
東
海
建
材
工
業

　
　

〃

東
洋
サ
ー
モ
㈱ 

城
南
電
子
工
場

巴
川
物
流
サ
ー
ビ
ス
㈱

㈱
日
静
機
械
製
作
所

花
菱
建
設
㈱

藤
田
建
材
㈱

平
和
み
ら
い
㈱

丸
山
販
売
㈱

㈲
横
山
製
作
所

㈱
渡
辺
産
業

深
澤 

寛

西
本 

洋
一

齋
藤 

純
平

漆
畑 

雅
紀

坂
口 

賢
太
郎

青
山 

司

保
谷 

剛
央

髙
橋 

幸
弘

長
井 

由
起
子

工
藤 

久
美
子

村
松 

克
介

豊
島 

萌

片
平 

さ
と
み

三
ヶ
尻 

小
百
合

高
石 

智
弘

笠
原 

康
裕

内
野 

義
隆

鈴
木 

仁

平
井 

康
雄

小
山 

哲

土
屋 

晋

㈱
カ
ナ
サ
シ
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス

　
　

〃

㈱
共
同
設
備

　
　

〃

　
　

〃

㈱
静
岡
オ
イ
ル
サ
ー
ビ
ス

静
清
塗
料
㈱

　
　

〃

㈱
ダ
イ
シ
ョ
ー
プ
レ
イ
ン

中
部
機
電
サ
ー
ビ
ス
㈱

武
部 

臣
大

玉
川 

雅
美

三
輪 

千
晴

木
村 

悠
太

望
月 

晃
大

杉
山 

欣
也

高
塚 

理

赤
堀 

真
一

大
沼 

美
紀

河
合 

昂
平

勤
続
5
年
の
者（
32
名
）

中
部
機
電
サ
ー
ビ
ス
㈱

東
海
整
備
㈱

東
洋
サ
ー
モ
㈱ 

城
南
電
子
工
場

花
菱
建
設
㈱

　
　

〃

　
　

〃

フ
ジ
オ
イ
ル
㈱

　
　

〃

　
　

〃

㈱
丸
玄
工
芸

丸
善
製
茶
㈱

　
　

〃

丸
山
販
売
㈱

㈱
水
上
房
吉
商
店

㈲
モ
リ
工
業

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

㈱
四
葉
商
会

　
　

〃

　
　

〃

竹
山 

主
真

曽
根 

裕
理
奈

竹
下 

加
代
子

桒
原 

麻
衣

角
皆 

武

松
田 

汰
生

吉
田 

知
輝

望
月 

野
乃
子

田
口 

祥
子

佐
藤 

実
玲

松
波 

萌
花

大
村 

優
子

赤
堀 

達
郎

有
田 

誠

H
O
A
N
G 

V
A
N 

D
A
I

梅
原 

寿
乃

T
R
I
N
H 

K
I
M 

C
H
A
U

水
野 

晃
佑

深
澤 

優
太
郎

石
垣 

将
太

杉
山 

美
有
紀

星 

由
美
子

は
ご
ろ
も
フ
ー
ズ
㈱

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

花
菱
建
設
㈱

丸
善
製
茶
㈱

　
　

〃

横
谷 

典
孝

星
野 

麻
美

小
山 

慎
五

千
葉 

博
道

荒
木 

隆
介

水
野 

享
子

遠
藤 

芳
晴

髙
塚 

大
輔

土
屋 

裕
司

浅
井 
清
美

西
井 
香



　
『
２
０
２
４
駿
府
秋
の
わ
く
わ
く
祭
』を
９
月

27
日（
金
）〜
10
月
14
日（
月・祝
）ま
で
の
計
18
日

間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。今
回
も「
学
生
の

力
を
イ
ベ
ン
ト
に
！
」を
テ
ー
マ
に
、静
岡
デ
ザ
イ
ン

専
門
学
校
の
学
生
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ポ
ス
タ
ー

並
び
に
福
袋
の
デ
ザ
イ
ン
を
制
作
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま
た
、広
報
活
動
も
強
化
し
、松
坂
屋
静
岡

店
で
の「
懸
垂
幕
掲
出
」、「
Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
広
告
」

や「
公
式
Ｉｎｓ
ｔａｇ
ｒａｍ
」、「
Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
１
階

コ
ン
コ
ー
ス
サ
イ
ネ
ー
ジ
」、「
新
聞
折
込
」な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
を
５
年
ぶ
り
に
再
開
。セ
レ
モ
ニ
ー
の
ほ

か
、「
わ
く
わ
く
エ
コ
バ
ッ
ク
を
作
り
、お
買
い
物
に

い
こ
う
」と
題
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど
も
開
催

さ
れ
、盛
大
な
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
で
は
、静
岡
市
内
の
商
店
街・大

型
店・商
工
会・個
店
の
約
７
０
０
店
が
一
体
と
な

り
、共
同
懸
賞
企
画
や
協
賛
イ
ベ
ン
ト
、お
す
す
め

商
品
を
入
れ
た
お
得
な「
わ
く
わ
く
福
袋
」の
販
売

を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、参
加
商
店
街・大
型
店
で

は
、「
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァッ
シ
ョン
シ
ョ
ー
」、「
消
費
者

還
元
福
袋
セ
ー
ル
」、「
秋
の
わ
く
わ
く
大
抽
選

会
」、「
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
」な
ど
地
域
の
特
色
を
活
か

し
た
多
彩
な
イ
ベン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
共
同
懸
賞
企
画
と
し
て
、一
定
額
以
上

の
買
物
を
し
た
お
客
様
に「
わ
く
わ
く
ス
ピ
ー
ド

く
じ
」を
配
布
し
、ハ
ズ
レ
の
な
い
く
じ
は
、お
客
様

に
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。加
え
て
、昨
年
に
続
い
て

デ
ジ
タ
ル
商
店
街
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー「
わ
く
わ
く
お
店
め
ぐ
り
」も
実
施
し
、２

店
舗
以
上
の
参
加
店
で
買
い
物
を
す
る
と
、豪
華

賞
品
が
当
た
る
抽
選
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
で
、

こ
ち
ら
も
多
く
の
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

期
間
中
は
参
加
商
店
街
・
大
型
店
・
商
工
会
・

個
店
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
や
協
賛
セ
ー
ル
な
ど

市
内
全
域
が
活
気
に
あ
ふ
れ
、オ
ー
ル
静
岡
の
地
域

を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、ご
好
評
い
た
だ

き
ま
し
た
。

告報催開

▲9/28オープニングイベント
（MARK IS静岡）

▲9/20ポスターデザイン発表会の様子

▲長谷通商店街消費者還元福袋セール

▲わくわく福袋販売（パルシェ）

▲松坂屋静岡店懸垂幕

▲ストリートファッションショー
（七間町名店街）

▲ＪＲ静岡駅1階コンコース
サイネージ

▶学生が
デザインした
ポスターと福袋



静岡の経済を支える、個性豊かな経営者たち。そこに共通するのは、
誰もが“あした”を見つめる視点を持っていること。経営者の数だけ、見える景色がある。
今回は、しずおか焼津信用金庫 理事長の田形和幸さんにお話を伺いました。

この静岡でともに
より良い明日を築く

しずおか焼津信用金庫
理事長
た が た   か ず ゆ き

田形 和幸 氏

　

本
日
の
新
聞（
取
材
日
：
２
０
２
４
年
10
月

17
日
）に
静
岡
の
若
手
経
営
者
の
活
躍
に
つい

て
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。近
年
、

こ
の
静
岡
で
は
素
晴
ら
し
い
若
手
経
営
者
が

次
々
と
台
頭
し
、新
た
な
風
を
吹
き
込
ん
で

い
る
こ
と
に
大
変
頼
も
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

静
岡
市
は
、雪
が
積
も
ら
ず
、温
暖
な
気

候
で
、年
間
を
通
し
て
過
ご
し
や
す
く
、海
や

山
の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
穏
や
か
な
土

地
で
す
。そ
う
いっ
た
土
地
柄
の
影
響
も
あ
る

の
か
、静
岡
の
人
は
穏
や
か
で
、良
く
も
悪
く

も
あ
ま
り
冒
険
を
せ
ず
、大
き
な
変
革
を
求

め
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。そ
し
て
、他
の
地
域
か
ら
そ
う
いっ
た
部

分
を
眺
め
る
と「
充
実
し
た
環
境
で
、の
ん
び

り
し
て
い
る
」と
映
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

か
つ
て
、静
岡
で
は
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す

る
の
が
難
し
い
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の

背
景
に
は
、変
化
を
求
め
な
い
気
質
が
影
響

し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。私
自
身
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、

実
現
し
な
かっ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

今
、そ
の『
静
岡
ら
し
さ
』が
打
破
さ
れ
る
時

が
訪
れ
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。そ
し

て
、そ
の
変
化
を
担
う
の
は
次
代
の
経
営
者

た
ち
で
す
。昨
今
の
若
手
経
営
者
の
多
く
は
、

静
岡
の
外
で
異
業
種
に
従
事
し
、そ
の
経
験

を
通
じ
て
視
野
を
広
げ
た
後
、家
業
を
継
い

で
い
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
さ
れ
て
事
業
を

承
継
さ
れ
た
方
、海
外
で
働
き
静
岡
に
戻
ら

れ
た
方
な
ど
、非
常
に
多
彩
で
多
様
な
キ
ャ

リ
ア
を
誇
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
静
岡
市

以
外
の
地
域
で
働
い
た
経
験
や
異
業
種
で
の

経
験
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、旧
態
依
然
と
し
た

静
岡
ら
し
さ
に
縛
ら
れ
ず
、今
ま
で
の
静
岡

に
無
い
新
し
い
価
値
を
創
造
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、変
化
ば
か
り
に
目
を
向
け
る

の
で
は
な
く
、変
わ
ら
ぬ
静
岡
の
良
さ
を
大

切
に
し
な
が
ら
、バ
ラ
ン
ス
良
く
未
来
を
目
指

し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。私
た
ち
信
用

金
庫
で
は
事
業
承
継
に
関
連
し
た
様
々
な
事

業
を
展
開
し
て
お
り
、「
若
手
経
営
者
塾
」の

開
催
や「
創
業
ス
ク
ー
ル
」の
開
講
な
ど
を
通

じ
て
、大
き
な
夢
を
持
っ
た
皆
さ
ま
の
成
長

を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
活
性
化
と
そ
の
支
援
に
も
力
を
入

れ
て
お
り
、こ
の
地
域
を
ど
う
発
展
さ
せ
、ど

の
よ
う
に
貢
献
し
て
い
け
る
か
が
重
要
な

テ
ー
マ
と
な
って
い
ま
す
。こ
う
し
た
想
い
か
ら

手
が
け
た
も
の
の
一つ
が
、焼
津
市
に
あ
る

さ
か
な
セ
ン
タ
ー
支
店
の
巨
大
な
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
で
す
。東
名
イ
ン
タ
ー
チェン
ジ
を

降
り
て
静
岡
を
訪
れ
た
人
に
静
岡
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
設
置
し
ま
し
た
。今
後
も

店
舗
の
立
地
や
特
徴
を
活
か
せ
る
取
り
組
み

を
次
々
と
行
って
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
れ
も
非
常
に
大
き
な
変
化
で

す
が
法
律
の
緩
和
に
よ
っ
て
、か
つ
て
信
用
金

庫
が
で
き
な
か
っ
た
様
々
な
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。こ
う
いっ
た
変
化
で
金
融

業
界
は
今
ま
で
以
上
に
皆
さ
ま
と一緒
に
、こ

の
静
岡
の
た
め
に
取
り
組
め
る
幅
が
広
く
な

り
ま
し
た
。変
わ
って
い
く
こ
と
、変
わ
ら
な
い

も
の
、こ
の
静
岡
の
魅
力
に
し
っ
か
り
と
目
を

向
け
て
、皆
さ
ま
と一緒
に
よ
り
良
い
静
岡
を

築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

他
の
地
域
か
ら
見
た
静
岡

未
来
を
拓
く
風

新
し
い
時
代
、新
し
い
世
代

こ
れ
か
ら
信
用
金
庫
も



弥生各ソフト無料体験教室 開催中
◆ 毎月ご訪問による税務監査、税務申告決算業務
◆ 弥生会計・販売・給与を活用した経理システム構築サポート
   （パソコンの選定から設置、基本設定等導入一式サポートします）
◆ 事業承継・経営改善サポート業務　　　　　　　　　など

実際にパソコン操作してのセミナーとなります。
導入をご検討中の方、ぜひご参加ください。

〒421-1213  静岡市葵区山崎2-35-33  

らいちょう税理士法人 検 索

当事務所サービス

弥生会計
弥生販売

2024年12月2日（月）13：30～15：00
2024年12月2日（月）15：15～16：45 各回定員4名

無料特許・商標相談会

※事前にご予約下さい。

〒422-8064 静岡市駿河区新川1-11-28
ＴＥＬ 054-654-5480／ＦＡＸ 054-654-5482

12月18日㈬
TEL 054-353-3402
12月24日㈫
TEL 054-253-5113

商工会議所 静岡事務所

14：00～

13：30～

商工会議所 清水事務所

比べてください、納得できるお見積。
安心できる地元の板金屋さんにお任せ下さい

台風・大雨等の自然災害に即対応台風・大雨等の自然災害に即対応台風・大雨等の自然災害に即対応台風・大雨等の自然災害に即対応
■雨もり工事　　　■屋根工事　　■雨どい取り替え
■外装・外壁工事　■リフォーム　　■サイディング工事
■瓦修理工事　　■板金取り替え　■その他 建築板金工事

耐震工事
耐震屋根
耐震工事
耐震屋根
耐震工事
耐震屋根
耐震工事
耐震屋根 ご相談下さい

外まわり
専門

静岡店／静岡市駿河区富士見台2-12-43
インボイス番号 T6810722811809　TEL054-286-4344
上記で掛からない場合は携帯電話まで 090-8869-2257

お客様の満足が、
　　　　私たちの喜びです!

ご相談
お見積
無　料 地震対策が

不安・・・

建物の損害保険の見積りします

金鈴木板 0120-704344安心して
お電話下さい

鈴木板金



会 議 所 T O P I C S

事業所名 代表者名 所在地 事業内容

2024年6月1日～8月31日の間にご加入された事業所です。
（順不同・敬称略） ※掲載希望事業所のみ

Ｎｅｕｔｒａｌ Ｐｏｓｉｔｉｏｎ ＴＣ

ワカマツ・ワークス

（有）ブラジル珈琲静岡

栗林建装

コワキフラワー

（株）プレス

テクニカルサポートＡＫ

しずおか中央不動産販売（株）

ふくろうの森

（株）ＬＥＡＰＨ

（有）コステミーア

もみほぐし＆リンパ専門店 なごみ

スギモト建設（株）

つきみ（株）

Ｓ＆Ｊ（株）

(同)村本アドバイザリー

（株）ＰＲ ＴＩＭＥＳ

飯田 篤

静岡省エネサポートセンター

（有）ゆうくりっとワークス

ぽこぽこ亭

野村包装資材

ＴＲＡＴＴＯＲＩＡ　ＤＡ　ＫＯＪＩＭＯ

杉村精工（株）

ＢＡＫＡ－ＹＡ

ｎａｔｔｏｋｕ住宅（株） 静岡店

ホロムアエンジニアリング

Ｄｏｃｓ（株）

特定非営利活動法人ワーカーズコープ夢コープ

住友ナコフォークリフト販売（株） 静岡東営業所

（株）イングル

女性のための整体サロンｆｏｒ＿ｍｅ．

富士美

（株）日本Ｍ＆Ａセンター

Ｐｉｃｃｏｒｉ Ｄｉｐｉｎｔｉ

三浦建築

(同)Ｌａｎｇｏｓｔａ

かのう内科クリニック

（株）ノバルティオ

ギグワークスクロスアイティ（株） 静岡事業所

ＳＧワールド

帯金 芳広

川村 幸輝

木佐森 俊彦

大石 修平

栗林 好孝

小林 江津子

大瀧 敏雄

秋山 芳和

杉森 巧

虫鹿 公祐

河原崎 幸之介

浅野 美和

新垣 春奈

杉本 康郎

山本 達巳

大石 信輔

村本 徹也

山口 拓己

飯田 篤

天野 高行

野中 みどり

安部 晃弘

野村 伊三男

花井 行是

杉村 学

尾崎 元

良知 春海

鍋田 泰彦

中島 響

杉井 初世

田村 幸祐

内田 太郎

田代 絢子

稲葉 貴大

竹内 直樹

青山 安代

三浦 吉秋

森 美穂子

狩野 允芳

野中 治男

海野 昌也

星金 幸稚子

帯金 芳広

一般健康機器販売、健康づくり指導

シール印刷、各種印刷全般

不動産業

内装工事

生花業

広告デザイン制作

コンサルタント業（製造関係）

不動産の売買・買い取り

学習塾

Ｗｅｂ制作

ホットヨガスタジオ

リラクゼーションサロン

建設業

Amazon等出店に関するコンサルタント事業

飲食業（和食）

ＩＴコンサルティング

プレスリリース配信サービス「ＰＲ ＴＩＭＥＳ」の運営

事業承継支援

設計事務所

ぬか床の製造販売卸

飲食

包装資材卸売

イタリアンレストラン

工作機械等の設計・加工・組立

飲食業

新築住宅の建築

電気業

映像製作、処理、配信、広告

福祉

フォークリフト及び周辺物流機器の販売、フォークリフトのメンテナンス

通信

女性専用の整体

遺品整理

Ｍ＆Ａ仲介

カメラマン

建築　大工

健康・美容に関するコンサルティング

クリニック

観賞用エビ・魚・多肉植物の育成・販売

ソフトウェア開発

不動産賃貸

不動産賃貸

静岡市葵区福田ヶ谷412

静岡市葵区田町6-23-9

静岡市駿河区国吉田4-13-9 マルヘイマンション１Ｆ

静岡市葵区上伝馬15-9 リバーサイド秋101号

静岡市駿河区中田本町11-70

静岡市駿河区高松3044-18

藤枝市仮宿1086-3

静岡市清水区清水町6-10

静岡市清水区天王西10-20 神谷ビル2階

静岡市駿河区池田1356-26

静岡市葵区駒形通5-3-19-603号

静岡市葵区瀬名中央4-7-13 竜壮101

静岡市駿河区丸子1-2-2-9

静岡市清水区有東坂2-15-1 グランドヒルズ有東坂103

静岡市駿河区高松3093-33 ２階

静岡市葵区音羽町15-15-207号

東京都港区赤坂1-11-44 赤坂インターシティ８Ｆ

藤枝市泉町43-3

静岡市葵区駒形通5-13-11

静岡市葵区谷津126

静岡市葵区丸山町35-1 田村ビル１階

静岡市清水区日立町8-26

静岡市葵区上足洗4-3-9-209号

焼津市中新田1600

静岡市駿河区南町4-2 エルフラット３Ｂ

静岡市清水区草薙一里山5-9

静岡市駿河区用宗2-5-4

静岡市駿河区小鹿2-35-10-２０３号

静岡市葵区黒金町12-5 丸伸ビル６Ｆ

富士市蓼原422-1

静岡市葵区慈悲尾388-21

静岡市駿河区敷地1-17-13-302号

静岡市清水区宍原407-1

東京都千代田区丸の内1-8-2 鉄鋼ビルディング２４階

静岡市駿河区曲金3-11-30

静岡市葵区瀬名5-4-44-5

静岡市葵区上伝馬22-35

静岡市駿河区みずほ1-7-4

静岡市清水区谷津町1-497-2

静岡市葵区紺屋町12-8 フォレスト紺屋町

静岡市葵区沓谷1-31-12

静岡市葵区竜南3-1-53



※インタビュアーの長田義明さんは、静岡市出身のジャーナリストで、元時事通信社解説委員。

市民一人ひとりが
“宣伝マン”に

CRESS FEED株式会社
構造設計部チームリーダー

大石 智子さん Tomoko Oishi

静岡市駿河区生まれ。県立静岡高校から信州大学工学部に進学。
卒業後、株式会社構造計画研究所入社。数値解析業務、数値解
析プログラム開発などに携わる。同社を退職後、数値解析関連企
業で勤務、2009年4月、CRESS FEED株式会社に入社、原子
力設備や再生可能エネルギー設備の解析業務などを担当、構造
設計部のチームリーダーとして活躍中。

PROFILE

（
文・写
真
提
供
：
長
田
義
明
）

構
造
物
の
強
度
解
析
で
定
評

　

Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
社
は
、構
造
物

の
強
度
な
ど
の
精
密
な
解
析
で
定
評
が

あ
る
。大
手
企
業
な
ど
の
依
頼
を
受
け
、

土
木・建
築
や
港
湾
、プ
ラ
ン
ト
施
設
、船

舶・自
動
車
、原
子
力
設
備・施
設
な
ど

多
種
多
様
な
構
造
物
の
設
計・構
造
解

析
業
務
を
手
掛
け
る
。い
わ
ば
日
本
の

経
済
活
動
の
土
台
を
支
え
る
役
割
を
担

う
。約
30
年
前
に
業
界
で
い
ち
早
く

Ｃ
Ａ
Ｅ（
構
造
解
析
）ソ
フ
ト
を
導
入
し

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

　

大
石
さ
ん
は
構
造
設
計
部
の
中
核

メ
ン
バ
ー
の一人
。「
有
限
要
素
法
」と
い
う

手
法
を
使
っ
て
構
造
物
の
変
化
を
数
値

解
析（
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョ
ン
）し
強
度
を
割

り
出
す
。現
在
担
当
し
て
い
る
の
は
、使

用
済
み
核
燃
料
を
再
処
理
す
る
施
設
の

グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス（
放
射
性
物
質
な
ど

を
扱
う
た
め
の
箱
型
の
密
閉
容
器
）や
、

原
子
力
研
究
機
関
の
炉
体
な
ど
の
耐
震

解
析
。「
数
値
解
析
で
は
対
象
物
を
モ
デ

ル
化
す
る
必
要
が
あ
り
、顧
客
が
何
に
つ

い
て
知
り
た
い
の
か
を
踏
ま
え
て
、ど
の

よ
う
に
モ
デ
ル
化
し
条
件
を
入
れ
る
か

が
技
術
者
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
で
す
」。

　

福
島
第
１
原
発
事
故
以
降
、周
辺
機

器
を
含
む
原
発
の
安
全
性
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
、結
果
的
に
構

造
計
算
の
時
間
よ
り
も
解
析
結
果
の

チ
ェッ
ク
に
か
け
る
時
間
の
方
が
長
く

な
って
い
る
と
い
う
。

　

過
去
に
は
東
京
外
環
自
動
車
道
の

ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
解
析
や
海
底
油
田
の

掘
削
船
の
強
度
解
析
な
ど
の
大
型
案
件
も

担
当
し
た
。「
外
環
道
の
自
分
が
携
わ
っ

た
ト
ン
ネ
ル
を
多
く
の
車
が
利
用
し
て

い
る
の
を
見
る
と
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
ね
」。

　

み
か
ん
が
大
好
き
と
い
う
大
石
さ
ん
。

静
岡
市
の
特
産
品
有
効
活
用
策
の一つ
と

し
て
、「
み
か
ん
引
換
券
」の
発
行
を
提

案
す
る
。「
私
の
よ
う
な
少
人
数
家
族
だ

と
、せ
っ
か
く
み
か
ん
を
頂
い
て
も
食
べ

き
れ
ず
に
腐
ら
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
。引
換
券
が
あ
れ
ば
好
き
な
時
に
現

物
と
引
き
換
え
が
で
き
、そ
う
し
た
心

配
は
解
消
す
る
と
思
い
ま
す
。引
換
券

は
複
数
の
農
家
さ
ん
で一元
管
理
す
る
な

ど
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
」。

　

有
力
な
観
光
資
源
で
あ
る
久
能
山

東
照
宮
。し
か
し「
東
京
で
は
東
照
宮

と
い
う
と
日
光（
栃
木
県
）に
な
っ
て
し

ま
う
ん
で
す
ね
。静
岡
人
と
し
て
と
て

も
悲
し
い
で
す
」と
話
す
。久
能
山
は

全
国
の
東
照
宮
発
祥
の
地
と
さ
れ
る
。

「
東
照
宮
に
限
ら
ず
市
民
一人
ひ
と
り
が

〝
宣
伝
マ
ン
〞の
意
識
を
持
っ
て
静
岡
市

を
盛
り
立
て
て
ほ
し
い
で
す
ね
」。

「
み
か
ん
引
換
券
」検
討
を



　

写
真
は
、前
列
左
か
ら
半
分
に
切
っ
た
若
鶏

を
鶏
油
で
あ
げ
た
先
代
か
ら
の
看
板
メ
ニュ
ー

「
鶏
の
半
身
揚
げ
」。焼
き
鳥「
お
ま
か
せ
串

10
本
」。「
太
刀
魚
の
フ
ラ
イ
」。中
列
左
か
ら

「
鱈
鍋
」、「
鹿
児
島
鶏
の
た
た
き
」、「
太
刀
魚

塩
焼
き
」、後
列
中
央「
鳥
の
か
ら
揚
げ
」、後

列
右
に「
太
刀
魚
の
み
り
ん
干
し
」。所
狭
し

と
並
ん
だ
料
理
だ
け
で
な
く
、雰
囲
気
ま
で
も

美
味
し
い
の
が
銀
の
字
の
魅
力
。常
連
の
釣
り

人
や
船
長
さ
ん
た
ち
も
、理
恵
子
さ
ん
を
は
じ

め
お
店
で
働
く
方
た
ち
の
人
柄
と
店
舗
の
雰

囲
気
を
気
に
入
り
足
繁
く
通
っ
て
い
ま
す
。鶏

料
理
が
メ
イ
ン
だ
っ
た
銀
の
字
に
、こ
れ
ほ
ど
ま

で
に
立
派
で
新
鮮
な
魚
が
並
ぶ
ヒ
ミ
ツ
は
、こ
の

常
連
さ
ん
た
ち
が
釣
っ
た
魚
を
差
し
入
れ
て
い

る
か
ら
な
の
で
す
。不
思
議
と
人
を
惹
き
つ
け
、

自
然
と
人
が
集
ま
る「
銀
の
字
」。い
ま
ど
き

珍
し
い
人
情
味
あ
ふ
れ
る
、居
心
地
の
良
い

お
店
で
す
。

鶏
料
理
が
メ
イ
ン
な
の
に
魚
が
自
慢
？
昭
和
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
が
魅
力

　

清
水
区
役
所
か
ら
巴
川
を
目
指

し
千
歳
橋
手
前
を
曲
が
り
南
に
進
む

と
、ま
る
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
き

た
か
の
よ
う
な
昭
和
レ
ト
ロ
な
店
構

え
の『
銀
の
字
』に
至
り
ま
す
。テ
イ

ク
ア
ウ
ト
の
唐
揚
げ
や
焼
き
鳥
が
並

ぶ
店
頭
に
は
、常
連
の
お
客
様
が
駿

河
湾
で
釣
り
上
げ
て
き
た
鮮
魚
も
桶

に
盛
ら
れ
て
お
り
、そ
の
見
事
な
姿
に

思
わ
ず
胸
が
高
鳴
り
ま
す
。

　

開
店
か
ら
60
年
以
上
の
歴
史
を
誇

る
銀
の
字
は
、店
主
の
渡
邊
理
恵
子

さ
ん
の
お
祖
母
様
が
始
め
た
お
店
。

手
頃
で
美
味
し
い
料
理
が
人
気
の
お
店
は
、長

年
地
域
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、お
祖
母
様

の
引
退
に
伴
い
閉
店
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、「
大
切
な
お
店
を
守
り
た
い
」と
い
う

一
心
で
、別
の
業
界
で
働
い
て
い
た
理
恵
子
さ
ん

が
そ
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。

しずおか

わ
た
な
べ 

り

え

こ

銀の字名物半身揚げ 1,100円
おまかせ串10本 1,000円
鳥のから揚げ 770円
日替わりお刺身 550円～
太刀魚のフライ 440円
ドリンク／ビール、ハイボール、焼酎、ソフトドリンク他
※すべて税込

17:00～
定休日／火曜日

メニュー

営業時間

施設 カウンター／6席、テーブル席／2名×1卓
お座敷／28席、駐車場／なし

所在地 〒424-0826 静岡市清水区万世町1-5-12
TEL 054-353-1732

渡邊理恵子 氏
店長

前列左から「鶏の半身揚げ」、焼き鳥「おまかせ串10本」、「太刀魚のフライ」
中列左から「鱈鍋」、「鹿児島鶏のたたき」、「太刀魚塩焼き」
後列中央「鳥のから揚げ」、後列右に「太刀魚のみりん干し」

新清水駅

エスパルス
ドリームプラザ

入江
岡駅

桜橋駅

巴
川

静岡
鉄道JR

東海
道線

清水区役所

清水合同庁舎
ローソン

清水浜田小

清水桜橋通
郵便局



電話の良さを見直そう プレッシャーを背負って頑張る
名店の二代目を応援

地方創生を左右する
地域コミュニティの強化

働くママと子育て中のママを支える
デジタルツールの活用術

職場のかんたんメンタルヘルス トレンド通信

潮流を読む 中小企業のためのＤＸ事例

今月のコラム

https://www.shizuoka-cci.or.jp/2024-mentalhealth https://www.shizuoka-cci.or.jp/2024-trend

https://www.shizuoka-cci.or.jp/2024-tide https://www.shizuoka-cci.or.jp/2024-dxcasestudy

大野 萌子 （おおの もえこ） 氏
日経ＢＰ総合研究所 上席研究員

渡辺 和博 （わたなべ かずひろ） 氏

㈱大和総研 金融調査部 主席研究員

内野 逸勢 （うちの はやなり） 氏
ウイングアーク１ｓｔ㈱ データのじかん主筆

大川 真史 （おおかわ まさし） 氏

当会議所報『Ｓｉｎｇ』は、一昨年度から
従来からの連載記事と日本商工会議所が提供する
各界第一人者によるコラムを掲載しております。
各ＱＲコードから簡単にご希望のコラムを
ご覧いただけます。

日本メンタルアップ支援機構 代表理事

相続・登記
株式会社の代表取締役等の
住所非表示措置について

静岡商工会議所 専門指導員
司法書士 下田代博之事務所 所長

下田代 博之 （しもたしろ ひろゆき） 氏

（株）ワダイコ 代表取締役

小田 庸介 （おだ ようすけ） 氏

税理士法人セカンドオピニオン 代表税理士

坂田 和基 （さかた かずき） 氏

経営を助けるパートナーとして
税務のセカンドオピニオン

静岡大学 人文社会科学部准教授

松本 和明 （まつもと かずあき） 氏

徳川みらい学会 2024年度
第４回講演会①
近世朱印寺社領の成立
―家康～家光

経営革新計画の策定支援
レモンで地域創成を！
食をもっと豊かに！

誌上経営相談 静岡の未来

わたしの商工会議所活用法駿府静岡の歴史

https://www.shizuoka-cci.or.jp/2024-mcm https://www.shizuoka-cci.or.jp/2024-s-future

https://www.shizuoka-cci.or.jp/2024-s-history https://www.shizuoka-cci.or.jp/2024-cci-usage

経営に関する様々な困りごと・お悩みごとに各分野の専門家がＱ＆Ａ
形式で分かりやすく解説いたします。

当会議所青年部 （愛称：静岡ＹＥＧ） のメンバーに企業経営や静岡の
まちづくり、青年部への想いなどについて、率直に語っていただきます。

徳川みらい学会、全国家康公ネットワーク、駿府城を愛する会、聖一国師
顕彰会などが開催する、徳川時代の知恵や静岡で育まれた貴重な歴史
文化に焦点を当てる講演会・シンポジウム等の要旨を掲載します。

当会議所では、様々な事業を行っております。これらを上手に活用されて
いる会員の皆様から、会議所活用法を紹介していただきます。



令和６年11月１日現在

当協会キャラクター
「しずぽ」（2024年12月誕生）

お問い合わせ・フリーダイヤル

0120-783-507

総合相談センター(本店営業部)中
部

総合相談センター(浜松支店)

0120-783-508
西
部

東
部

総合相談センター(沼津支店)

0120-783-509

はじめまして、

「しずぽ」です。

静岡県のがんばる事業者を

「信用保証」と「経営支援」でサポート！

静岡県信用保証協会は、
県内事業者の“３者に１者の皆さまに ”
ご利用いただいています。

当協会のキャラクターが誕生！



アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の
各種ニーズ（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、
リスク対策や事業承継など）を共済制度／福祉
制度でサポートしています。

「健康経営®」は、特定非営利活動法人健康経営研究会の登録商標です。「健康経営®」は、特定非営利活動法人健康経営研究会の登録商標です。AXA-A�-����-����/�WD

みんなと
会社の未来を
健康に。

※アクサ式導入企業���社のデータより 

やりがいが集まって、会社はつよくなる。
「離職率が下がり始めている」「生産性がアップしてきた」。いま、経営者の皆様の
そんな声が増えています。それはきっと、アクサの健康経営による「やりがい効果」。
心と身体の健康をケアすることはもちろん、ある会社では「仕事と治療の両立」や
「社内サークル活動」などに取り組み、夢や生きがい、働きがいといった
「社会的健康」までをサポートしています。
社員一人ひとりがやりがいをもって働ける環境をつくり、
会社全体も元気に変えていくために。アクサ生命がお手伝いします。

アクサ生命保険株式会社　静岡営業所
〒420-8712　静岡市葵区黒金町20-8
静岡商工会議所会館３Ｆ
TEL 054-254-8712
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